
第 33 回⽇本臨床化学会 関東⽀部総会・学術講演会のご案内 
 
謹啓 春暖の候，会員各位におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます｡ 

この度，⽇本臨床化学会 関東⽀部総会・学術講演会を下記の通り開催いたします｡ 
臨床化学分野をさらに発展させる学術講演会にしたいと考え，テーマを「臨床化学が導く

未来」としました｡ 
特別講演 1 は群⾺パース⼤学（元⾃治医科⼤学）の⼭⽥ 俊幸 先⽣に「アミロイド A」に

ついてご講演いただきます。特別講演 2 は⾃治医科⼤学の⼤森 司 先⽣に「先天性疾患に
対する遺伝⼦治療」に関してご講演いただきます。⾎中アミロイド A 蛋⽩（SAA）は SAA1
〜SAA4 まで 4 種類あり，SAA1 には遺伝変異（多型）があることから⾎中濃度への影響が
報告されています。先天性疾患においては常染⾊体顕性遺伝，常染⾊体潜性遺伝，X 連鎖遺
伝があり，タンパク質の減少や活性化不⾜により様々な病気を発症します。その治療におい
ては，体内において各タンパク質を産⽣させるための遺伝⼦治療があります。臨床化学で測
定されるタンパク質は，DNA の塩基配列により決定され，その変異によりタンパク質の体
内動態が変化したり，活性が⽋如したりすることが疾患の成因になります。臨床化学を学ぶ
上で遺伝学や遺伝⼦治療の知識を学ぶことが重要であり，今後に繋がる⼤切なアプローチ
であると考えます。 

今回，栃⽊県臨床検査技師会臨床化学免疫研究班との共同シンポジウムを企画しました。
「基準範囲はどうあるべきか？〜共⽤基準範囲と臨床判断値について〜」について，獨協医
科⼤学の⼩飼 貴彦 先⽣より，基準範囲の総論についてご講演いただきます。その後，各項
⽬の基準範囲について討論いただくことになっています。 
この学術講演会が臨床化学の発展のための学びになることを願っております。ご多忙とは
存じますが，ご参加賜りたくご案内申し上げます。 

謹⽩ 
 

 総会⻑ ⻑⽥ 誠 
国際医療福祉⼤学 保健医療学部 医学検査学科 

  



第 33 回⽇本臨床化学会 関東⽀部総会・学術講演会 
 
開催⽇時：2025 年 7⽉ 12 ⽇（⼟） 12：50〜17：25  
会  場：国際医療福祉⼤学 薬学棟（N棟）2階 N202教室  
事 務 局：国際医療福祉⼤学 保健医療学部 医学検査学科内 
     〒 324-8501 栃⽊県⼤⽥原市北⾦丸 2600−1 
参 加 費：1,000 円（学⽣・⼤学院⽣は無料） 
協  賛：栃⽊県臨床検査技師会 
 
テーマ「臨床化学が導く未来」 
 
1．総会・分科会報告 12：50〜13：20 
2．開催の挨拶 13：25〜13：30 
3．特別講演 1  座⻑：⽯井 直仁 先⽣（北⾥⼤学医療衛⽣学部医療検査学科） 13：30〜14：20 

⼭⽥ 俊幸 先⽣ （群⾺パース⼤学 医療技術学部 検査技術学科） 
「⾎清アミロイド A の臨床化学」 
休憩 14：20〜14：30 

4．企業コマーシャル 14：30〜14：50 
・キヤノンメディカルシステムズ株式会社 
・バイオ・ラッド ラボラトリーズ株式会社 

5．シンポジウム （栃⽊県臨床検査技師会 臨床化学免疫研究班 共同企画） 14：50〜16：20 
          座⻑：⽥村 勝幸 先⽣（那須⾚⼗字病院 検査部） 

「基準範囲はどうあるべきか？〜共⽤基準範囲と臨床判断値について〜」 
・総論 ⼩飼 貴彦 先⽣（獨協医科⼤学病院） 
・脂質 キヤノンメディカルダイアグノスティックス株式会社 
・尿酸 キヤノンメディカルダイアグノスティックス株式会社 
・HbA1c 東ソー株式会社 
・栃⽊県の現状 簗瀬 史尚 先⽣（済⽣会宇都宮病院） 
・総合討論 
休憩 16：20〜16：30 

6．特別講演 2  座⻑：⻑⽥ 誠（国際医療福祉⼤学保健医療学部医学検査学科） 16：30〜17：20 
  ⼤森 司 先⽣ （⾃治医科⼤学 医学部 ⽣化学講座） 

「先天性疾患に対する遺伝⼦治療」 
7．閉会の挨拶 17：20〜17：25 
 
⽀部幹事会 10：30〜 国際医療福祉⼤学 薬学棟 2階 N205 教室 



 
会場アクセス 
・公共交通機関にてお越しの⽅は，那須塩原駅（東⼝）からスクールバスあるい
はマイクロバス（国際医療福祉⼤学）をご利⽤下さい． 
・⾃家⽤⾞でお越しの⽅は，学⽣駐⾞場および教職員駐⾞場をご利⽤下さい． 
 

 
 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


